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日本生活科教育学会会長 滝 沢 武 久

これからの学校教育の在り方をめざして誕生した生活科は, その全

面実施以来,2 年間経過しました。最初のうちは戸惑う向きもあった

ようですが, ともかくも生活科の授業で, 子どもたちが眼を輝 かせ,

夢中になって活動している姿を目前にして, 生活科の授業づくりに先

生方は真剣に取り組み始めています。そのため, 生活科教育のさまざ

まな実践研究に対して旺盛な関心が向けられており, それだけに日本

生活科教育学会に寄せられた期待はふくらみつつあります。

このたび創刊されるこの機関誌も, 会員のそういう期待に応えるためのものにしたいと

思います。従来, 学会誌といえばあまりに専門的で難解なものが多かったのですが, この

機関誌はすべての会員にとって近づき易く, かつ読みごたえのある内容を盛り込むことを

めざしています。しかも独創性豊かな実践研究を掲載することにより, 生活科教育の充実

と発展に寄与したいと考えています。この意味では, 従来の学会誌の伝統を打破した新し

いスタイルの機関誌になるでしょう。

生活科は, わが国で初めて実施される新教科であるだけに, 既存の枠にとらわれずに伸

び伸びと多角的に研究していくことによってのみ, この教科の進歩が可能となります。

生活科のこの基本的性格を反映させて, この機関誌でも, さまざまな立場で全国各地で

実践されているすぐれた研究を幅広く取り上げていくつもりでおります。

したがって, この機関誌をていねいに読んでいただければ, きっと有益な示唆と新しい

視野とが与えられるでしょう。また, ここに投稿された実践研究を論議の対象として検討

することにより, 生活科の研究をいっそう推進させることともなるでしょう。

この機関誌に充実した論文を満載するために, 会員の方々がこれに関心を もって接し,

かつ進んで投稿していただくことを, 改めてお願いする次第です。
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